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新
し
い
農
業
委
員
、農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
就
任
し
ま
し
た

会
　
長
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
均

会
長
職
務
代
理
者
　
　
　
嶺
岸
　
若
夫

第
一
調
査
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
　
　
　
大
泉
　
権
吾

　
　
副
委
員
長
　
　
　
　
菅
野
　
則
義

第
二
調
査
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
　
　
　
赤
間
　
　
敬

　
　
副
委
員
長
　
　
　
　
髙
橋
　
勝
彦

会 

長   

佐
々
木
　
均

仙
台
市
農
業
委
員
会
会
長
に
再
任
と

な
り
ま
し
た
。
農
業
者
の
皆
様
に
は
日

頃
か
ら
農
業
委
員
会
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。農

業
を
取
り
巻
く
情
勢
が
非
常
に
厳

し
い
中
、
農
地
と
農
業
者
を
守
る
た

め
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
は
両
輪
と
な
っ
て
そ
の
役
割
と

責
任
を
十
分
に
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
農
業
者
の
皆
様
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
実
効
性
の
あ
る

地
域
活
動
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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令
和
３
年
７
月
15
日
㈭
に

郡
和
子
仙
台
市
長
か
ら
農
業

委
員
18
人
に
辞
令
が
交
付
さ

れ
、
ま
た
、7
月
27
日
㈫
に
は
、

農
業
委
員
会
か
ら
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
34
人
に
委

嘱
を
行
い
、
仙
台
市
農
業
委

員
会
は
委
員
総
勢
52
人
で
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
７
月
14
日
の
任

期
ま
で
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
両
者

が
連
携
し
、「
農
地
法
に
基
づ

く
許
認
可
」
の
他
、
担
い
手

へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集

約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
な
ど
、
農
業
委
員

会
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２
ペ
ー
ジ
目
か
ら
新
た
な

委
員
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

農
地
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

地
域
の
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
や

農
業
委
員

ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ

い
。

会
長
就
任
あ
い
さ
つ
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農
業
者
と
行
政
側
の

パ
イ
プ
役
に
徹
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

松
原
　
菊
男
〈
泉
地
区
〉

地
域
農
業
の
発
展
と
、

適
正
な
農
地
の
維
持

管
理
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
努
め
て
い
き
た

い
で
す
。

※
令
和
３
年
９
月
10 
日
就
任

柴
田
　
市
郎
〈
秋
保
地
区
〉

農 

業 

委 

員 

紹 

介

農
業
委
員
は
毎
月
開
催
さ
れ
る
総
会

に
お
い
て
、
農
地
の
権
利
移
動
の
許
可

等
に
つ
い
て
審
議
、
決
定
等
を
行
い
ま

す
。ま

た
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

と
連
携
し
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

解
消
の
た
め
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の

現
場
活
動
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
地
区
の
農
業
委
員
に
お
気

軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

農
業
者
の
声
を
よ
り

多
く
反
映
で
き
る
よ

う
に
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

会
長
職
務
代
理
者

嶺
岸
　
若
夫
〈
生
出
地
区
〉

地
域
の
特
性
に
応
じ

た
き
め
細
や
か
な
活

動
を
通
し
、
意
欲
あ

る
農
業
者
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

第
二
調
査
委
員
会
委
員
長

赤
間
　
　
敬
〈
岩
切
地
区
〉

高
齢
化
が
進
む
仙

台
！
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
活
か
し
、
農
家

の
お
役
に
立
ち
ま
す
。

第
一
調
査
委
員
会
委
員
長

大
泉
　
権
吾
〈
七
郷
地
区
〉

地
域
の
皆
様
と
交
流

を
図
り
、
情
報
の
共

有
や
農
地
の
適
正
な

利
用
を
探
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

大
里
　
重
市
〈
西
多
賀
地
区
〉

地
域
農
業
の
振
興
と

中
山
間
地
の
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
と
解

消
に
取
り
組
み
ま
す
。

小
野
寺
　
潔
〈
宮
城
地
区
〉

地
域
農
業
の
発
展
の

た
め
、
頑
張
り
ま
す
。

気
軽
に
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

加
藤
　
和
江
〈
六
郷
地
区
〉

平
野
部
か
ら
中
山
間

地
ま
で
あ
る
仙
台
市

の
農
業
を
、
公
平
な

立
場
で
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

第
一
調
査
委
員
会
副
委
員
長

菅
野
　
則
義
〈
長
町
地
区
〉

農
地
利
用
の
最
適
化

の
推
進
を
中
心
的
に

担
っ
て
い
く
こ
と
を

意
識
し
て
活
動
し
た

い
で
す
。

菊
地
　
郁
夫
〈
中
田
地
区
〉

農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
皆
様
と
共

に
、
地
域
農
業
の
発

展
の
た
め
に
頑
張
り

ま
す
。

熊
谷
　
幸
夫
〈
根
白
石
地
区
〉

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
の
農
業
・
農

村
・
農
地
の
機
能
と

役
割
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

郷
古
　
雅
春
〈
中
立
委
員
〉

仙
台
か
ら
こ
れ
以
上

農
家
が
減
ら
な
い
よ

う
頑
張
り
た
い
で
す
。

齋
藤
　
清
太
〈
原
町
地
区
〉

地
域
農
業
の
振
興
の

た
め
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
と
共

に
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

佐
藤
　
千
治
〈
高
砂
地
区
〉

担
い
手
不
足
及
び
高

齢
化
対
策
と
し
て
、

今
後
の
農
業
の
在
り

方
を
、
行
政
と
共
に

取
り
組
み
ま
す
。

佐
藤
　
と
み
〈
宮
城
地
区
〉

安
心
し
て
農
業
経
営

が
で
き
る
よ
う
農
業

者
の
立
場
に
立
っ
た

運
営
に
な
る
よ
う
努

力
し
ま
す
。

庄
司
　
俊
充
〈
中
立
委
員
〉

高
齢
化
に
よ
る
農
地

の
耕
作
放
棄
地
等
の

対
策
を
考
え
た
い
で

す
。

鈴
木
　
　
通
〈
中
田
地
区
〉

地
域
の
農
業
発
展
を

願
い
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
皆

さ
ん
と
共
に
、
活
動

し
て
い
き
た
い
で
す
。

第
二
調
査
委
員
会
副
委
員
長

髙
橋
　
勝
彦
〈
六
郷
地
区
〉
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こ
れ
か
ら
の
農
業
者

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

小
林
　
　
進
〈
原
町
区
域
〉

岩
切
区
域
の
農
地
利

用
集
積
に
力
を
入
れ
、

未
来
の
農
業
に
寄
与

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

庄
司
　
善
春
〈
岩
切
区
域
〉

色
々
と
教
え
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
地
域

農
業
の
発
展
の
た
め
、

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

関
場
　
　
淳
〈
岩
切
区
域
〉

今
後
も
地
域
の
農
地

の
利
用
調
整
の
役
割

を
担
っ
て
、
農
地
の

集
積
、
集
約
化
を
支

援
し
ま
す
。

安
達
　
良
和
〈
高
砂
区
域
〉

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社

会
変
化
下
で
の
農
業

振
興
に
、
少
し
で
も

寄
与
す
る
活
動
を
目

指
し
ま
す
。

鎌
田
　
広
司
〈
高
砂
区
域
〉

今
回
二
回
目
の
任
期

に
な
り
ま
す
。
地
域

農
業
の
持
続
的
発
展

の
た
め
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

庄
子
　
　
栄
〈
宮
城
区
域
〉

地
域
の
農
業
情
勢
な

ど
、
農
家
の
皆
様
の

期
待
に
応
え
、
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
に
努

め
ま
す
。

庄
子
　
亮
一
〈
宮
城
区
域
〉

地
域
農
業
発
展
の
た

め
、
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

早
坂
　
今
朝
美
〈
宮
城
区
域
〉

農
地
の
適
正
利
用
と
、

世
代
交
代
時
の
適
切

な
助
言
が
で
き
る
よ

う
に
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

本
間
　
　
昭
〈
宮
城
区
域
〉

地
域
に
根
付
い
た
活

動
を
第
一
と
し
て
、

農
業
委
員
と
連
携
し
、

努
め
て
い
き
ま
す
。

鈴
木
　
可
和
〈
高
砂
区
域
〉

農
業
委
員
と
地
域
の

情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
農
家
と
行
政
の

パ
イ
プ
役
に
努
め
ま

す
。

阿
部
　
康
幸
〈
七
郷
区
域
〉

農
業
を
営
む
人
々
が
、

少
し
で
も
良
い
方
向

に
い
け
る
よ
う
、
働

き
か
け
て
い
き
ま
す
。

伊
藤
　
憲
一
〈
七
郷
区
域
〉

地
域
の
皆
様
と
共
に

今
後
も
農
地
の
有
効

利
用
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

熊
坂
　
茂
彦
〈
七
郷
区
域
〉

未
来
へ
の
農
業
の
継

承
、
発
展
の
た
め
、

微
力
な
が
ら
手
助
け

が
で
き
れ
ば
と
、
頑

張
り
ま
す
。

髙
山
　
真
里
子
〈
七
郷
区
域
〉

農
地
が
有
効
に
利
用

活
用
さ
れ
る
よ
う
に
、

手
助
け
が
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

遠
藤
　
正
彦
〈
六
郷
区
域
〉

ほ
場
整
備
後
の
農
地

の
集
積
・
集
約
化
を

推
進
し
、
遊
休
農
地

の
解
消
に
努
め
ま
す
。

大
友
　
　
哲
〈
六
郷
区
域
〉

地
域
農
業
の
発
展
に

少
し
で
も
お
役
に
立

て
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

柴
崎
　
勝
央
〈
六
郷
区
域
〉

農
地
利
用
の
最
適
化

を
推
進
し
て
、
地
域

農
業
発
展
の
た
め
、

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

髙
橋
　
勝
好
〈
六
郷
区
域
〉

六
郷
区
域
の
農
地
利

用
の
最
適
化
に
向
け

て
、
微
力
な
が
ら
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

丹
野
　
晴
彦
〈
六
郷
区
域
〉

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
紹
介

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
担
当

区
域
に
お
い
て
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
の
た
め
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

や
、
農
地
の
貸
し
手
・
借
り
手
の
掘
り

起
し
な
ど
、
主
に
地
域
に
密
着
し
た
現

場
活
動
を
行
い
ま
す
。



農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

任
期
満
了
に
よ
り
、次
の
委
員
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
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【
農
業
委
員
】

結
城
　
一
吉
　
氏
（
宮
城
地
区
）　　

鈴
木
　
正
年
　
氏
（
原
町
地
区
）　　

中
野
　
　
勲
　
氏
（
秋
保
地
区
）　　

品
川
　
忠
夫
　
氏
（
根
白
石
地
区
）

加
藤
　
和
彦
　
氏
（
中
立
委
員
）　　

【
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
】

齋
藤
　
重
行
　
氏
（
原
町
区
域
）　　

横
田
　
清
孝
　
氏
（
岩
切
区
域
）　　

遠
藤
　
正
順
　
氏
（
六
郷
区
域
）　　

菊
地
　
　
守
　
氏
（
六
郷
区
域
）　　

佐
藤
　
善
作
　
氏
（
六
郷
区
域
）　　

太
田
　
　
勝
　
氏
（
秋
保
区
域
）　　

柴
田
　
祐
一
　
氏
（
秋
保
区
域
）　　

安
藤
　
克
夫
　
氏
（
七
北
田
区
域
）

栗
原
　
　
茂
　
氏
（
七
北
田
区
域
）

６
月
１
日
㈫
か
ら
18
日
㈮
に
か
け
て
、

市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
（
農
地
利
用
状
況
調
査
）
を
実

施
し
ま
し
た
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
農
地
法
に
よ
り

年
一
回
実
施
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
及
び
農
業
委
員
会
事
務
局
職

員
が
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
結
果
を
も
と
に
、
遊
休
農
地
に

つ
い
て
は
所
有
者
に
対
し
、
利
用
意
向

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
農
地
利
用

が
困
難
な
土
地
に
つ
い
て
は
、
非
農
地

判
断
を
行
う
な
ど
、
適
切
な
農
地
の
利

用
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
農
業
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
を

考
え
、
地
域
の
皆
様

が
良
い
方
向
へ
行
く

よ
う
努
め
ま
す
。

鈴
木
　
　
卓
〈
長
町
区
域
〉

こ
れ
ま
で
の
経
験
を

活
か
し
、
地
域
農
業

の
振
興
・
発
展
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

相
原
　
元
浩
〈
西
多
賀
区
域
〉

担
当
地
域
の
農
地
集

積
や
、
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
に
貢
献
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

阿
部
　
忠
弘
〈
中
田
区
域
〉

耕
作
放
棄
地
や
遊
休

農
地
を
、
少
し
で
も

解
消
出
来
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

太
田
　
功
治
〈
中
田
区
域
〉

鳥
獣
被
害
、
遊
休
農

地
等
地
域
の
課
題
に

農
業
委
員
と
共
に
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

佐
藤
　
成
悦
〈
生
出
区
域
〉

農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
と
し
て
、
地

域
に
役
立
て
る
よ
う
、

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

二
瓶
　
　
均
〈
秋
保
区
域
〉

担
い
手
の
減
少
が
進

む
中
、
地
域
農
地
の

効
率
的
活
用
と
、
継

続
利
用
に
努
め
ま
す
。

早
坂
　
賢
一
〈
秋
保
区
域
〉

地
域
農
業
の
発
展
に
、

少
し
で
も
貢
献
出
来

る
よ
う
、
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

今
野
　
勇
一
〈
泉
区
域
〉

地
域
内
の
農
地
利
用

の
最
適
化
に
向
け
、

役
に
立
て
る
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

戸
ヶ
瀬
　
健
治
〈
泉
区
域
〉

二
期
目
と
な
り
ま
す
。

農
地
が
適
正
に
利
活

用
出
来
る
よ
う
、
地

域
の
状
況
を
把
握
し

て
い
き
ま
す
。

若
生
　
宏
明
〈
泉
区
域
〉

地
域
農
業
の
発
展
に

向
け
て
、
農
家
と
共

に
前
進
す
る
よ
う
が

ん
ば
り
ま
す
。

奥
山
　
　
壽
〈
根
白
石
区
域
〉

地
域
農
業
者
の
お
役

に
立
て
る
委
員
と
し

て
頑
張
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

倉
片
　
誠
喜
〈
根
白
石
区
域
〉

二
期
目
を
迎
え
、
集

積
し
た
情
報
を
駆
使

し
、
農
地
利
用
の
最

適
化
推
進
に
、
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

髙
橋
　
孝
夫
〈
根
白
石
区
域
〉

農
業
委
員
と
協
力
し

て
、
地
域
の
農
地
利

用
適
正
化
に
努
力
い

た
し
ま
す
。

永
野
　
　
真
〈
根
白
石
区
域
〉

地
域
の
方
々
の
意
見

を
得
な
が
ら
、
農
家

の
継
承
発
展
と
農
地

利
用
の
最
適
化
に
努

め
ま
す
。

早
坂
　
　
久
〈
根
白
石
区
域
〉
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35歳未満で認定農業者に該当しない等一定の要件を満たす方は、月額１万円から通常加入できるよう
保険料が引き下げになります。

＜留意事項＞
通常加入で２万円未満の保険料を選択している方が、35歳になった又は認定農業者になった等上記

（１）～（５）のいずれかに該当した場合には、通常加入の保険料２万円以上に変更又は政策支援加入の
手続きが必要となりますので、ご注意ください。

1. 若い方の保険料が引き下げ（令和４年１月１日）

（１）国民年金第１号被保険者（国民年金の保険料納付免除者を除く）
（２）年間60日以上農業に従事している（農地を持たない農業従事者も加入できます）
（３）20歳以上60歳未満

1. 加入要件

自分が必要とする年金額の目標に向けて、保険料を自由に決められ（月額２万円（令和４年１月１日から
１万円に変更）～６万７千円の間で千円単位）、経営の状況や老後設計に応じていつでも見直せます。

2. 保険料の額は自由に決定

●支払った保険料は、全額が保険料控除の対象となり、所得税・住民税が節税になります。
　※支払った保険料の15％～30％程度が節税になります。
●将来受け取る農業者年金は、公的年金等控除が適用されます。
　※65歳以上の方は公的年金等の合計額が110万円まで（令和２年分以降）は、全額非課税となります。

3. 税制上、優遇措置あり

原則65歳から生涯受け取れます。仮に80歳前に死亡した場合でも、80歳までに受け取れるはず
であった額が、死亡一時金として遺族に支給されます。

4. 終身年金で80歳までの保証付き

≪農業者年金のご相談・お問い合わせ先≫
お近くの農地利用最適化推進委員、農業委員または事務局まで、お気軽にご相談・お問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 事務課振興係  電話 214-4353

農業者年金ご存じですか？
農 業 者 年 金 で 豊 か な 老 後 生 活 を 送 り ま し ょ う！

令和４年度から農業者年金制度が変わります。

20歳 60歳 65歳

加入可能期間（被保険者）

国民年金の任意加入者に限る

60歳 65歳 75歳

繰上げ受給

加入者が年金支給の請求を
したときから受給開始改正後も繰上可現行65歳とされている農業者老齢年金の受給開始

時期について、65歳から75歳までの間で加入者の判
断により選択ができるようになります。（右図参照）
（※特例付加年金は65歳以上で年齢制限なし）

2. 受給開始時期の選択肢の拡大（令和4年4月1日から）

農業者年金の加入可能年齢が現行の60歳未満から
65歳未満に引き上げられます。
※国民年金の保険料納付期間が480月（40年）に達す
るまで

3. 加入可能年齢の引上げ（令和４年５月1日から）

＜保険料引き下げ（保険料１万円以上）の対象者＞

次の（１）～（５）のいずれにも該当しない方
（１）認定農業者かつ青色申告者
（２）認定就農者かつ青色申告者
（３）（1）又は（2）の者と家族経営協定を締結し経営に参画している配偶者又は直系卑属
（４）認定農業者又は青色申告者　
（５）（1）又は（2）以外の農業を営む者の直系卑属で、その農業に常時従事する後継者

農  業  者  年  金  の  特  徴



令
和
３
年
３
月
か
ら
６
月
ま
で
の
農

地
法
第
３
条
（
売
買
・
賃
借
等
）
の
許

可
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
10
月
に
、

仙
台
市
内
に
居
住
し
10
ａ
以
上
の
農
地

を
耕
作
し
て
い
る
農
業
者
を
対
象
に
、

「
農
地
基
本
台
帳
補
正
調
査
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

世
帯
や
農
地
の
状
況
を
把
握
す
る
た

め
の
「
農
地
基
本
台
帳
確
認
申
告
書
」

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
内
容
に
変
更
・

訂
正
が
あ
る
場
合
は
、
令
和
３
年
11
月

19
日
㈮
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先
　
事
務
課
振
興
係

　
電
　
　
話
　
２
１
４―

４
３
５
３

⑹仙台市農業委員会だより第８５号

［再生紙使用］

改
選
に
伴
い
、
会
報
編
集
チ
ー
ム

も
新
た
な
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
３
年
間
、
農
業
・
農
地
の
情
報

や
農
業
委
員
会
の
活
動
を
、
皆
様
に

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
出
来
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

チ
ー
ム
長
　
　
松
原
　
菊
男

副
チ
ー
ム
長
　
小
野
寺
　
潔

伊
藤
　
憲
一

齋
藤
　
清
太

柴
田
　
市
郎

庄
子
　
亮
一

鈴
木
　
　
通

関
場
　
　
淳

髙
橋
　
勝
好

若
生
　
宏
明

 

Ｑ
　
就
農
の
き
っ
か
け
は
？

Ａ
　
以
前
は
会
社
勤
め
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
親
や
祖
父
母
が
農
業
を
し
て

い
る
姿
を
見
て
育
ち
、
自
分
も
や
っ

て
み
よ
う
と
思
い
、
就
農
し
て
14
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。

Ｑ
　
大
変
だ
っ
た
点
は
何
で
す
か
？

Ａ
　
就
農
当
初
は
農
業
の
知
識
が
な
く
、

失
敗
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

私
の
家
で
は
野
菜
を
露
地
栽
培
し
て

い
る
た
め
、
天
候
に
左
右
さ
れ
た
り
、

害
虫
・
害
獣
の
対
策
を
し
た
り
と
、

管
理
が
大
変
で
し
た
。
就
農
２
年
目

に
地
元
の
農
協
青
年
部
に
入
り
、
先

輩
方
か
ら
野
菜
の
栽
培
方
法
や
管
理

方
法
な
ど
色
々
教
わ
り
、
少
し
ず
つ

失
敗
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ
　
心
配
な
こ
と
は
？

Ａ
　
地
元
で
は
、
若
手
の
担
い
手
が
少

な
く
、
将
来
地
元
の
農
業
者
、
そ
し

て
青
年
部
に
も
人
が
い
な
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
楽
し
み
は
何
で
す
か
？

Ａ
　
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
と
、ス
ポ
ー

ツ
観
戦
が
好
き
で
す
。特
に
サ
ッ
カ
ー

が
好
き
で
、
毎
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
や

ネ
ッ
ト
で
観
戦
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
農
業
を
す
る
上
で
の
喜
び
は
？

Ａ
　
お
客
さ
ま
が
「
お
い
し
か
っ
た
よ
」

と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
、
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。そ
の
一
言
が
と
て
も
励

み
に
な
り
、
私
が
農
業
を
す
る
糧
に

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
今
後
の
目
標
は
？

Ａ
　
こ
れ
か
ら
も
、安
心
安
全
な
野
菜
を

作
っ
て
い
く
た
め
に
、
技
術
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
聞
き
手
‥
編
集
委
員
　
鈴
木
　
通
）

太
白
区
袋
原
に
お
住
い
の

に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

佐 

藤
　
秀 

樹 

さ
ん

あ
な
た
の
出
番
で
す

編

後
記

集

さ   

と
う
　  

ひ
で   

き

農
地
法
第
３
条
の
許
可
実
績

農
地
基
本
台
帳
補
正
調
査
を
行
い
ま
す

青　葉

宮城野

若　林

太　白

泉

計

件数

1

1

2

4

面積（㎡）

３月

件数

1

1

1

3

面積（㎡）

４月

件数

1

1

2

面積（㎡）

５月

件数

1

1

1

3

面積（㎡）

６月

件数

2

1

0

4

5

12

面積（㎡）

2,440

587

5,996

9,023

1,724

756

25,809

28,289

400

423

823

772

1,444

398

2,614

3,212

1,724

0

3,187

32,626

40,749

計月

区


